
（仮称）八街市公園前児童館整備計画（案）

に対する意見と市の考え方
対応項目

Ａ：意見を受けて加筆・修正したもの

Ｂ：案に意見の考え方が概ね含まれていたもの

Ｃ：案に意見の考え方が一部含まれていたもの

Ｄ：案に意見の考え方を反映・修正しなかったもの

Ｅ：その他の意見

番号 意見の要旨 対応 市の考え方

１ 【意見１】：第 2章 施設のめざ

す姿

2基本的な考え

①子どもたちが安心して自由に

遊び、遊びを通して運動に親し

む習慣を形成する場くつろぐこ

とができる場→運動嫌いや運動

不足を解消するような側面を持

つ場所であることも明示すべき

A ４ページ、１基本コンセプトに「子どもた

ちが遊びを通して運動に親しむ習慣を形成

する場」を追加します。

２ 【意見２】：なぜ、運営に関する

基本方針を示さないのか→子育

てや児童育成機関、そしてボラ

ンティア団体を始めとする民間

団体との協力・連携を謳わない

のか（いろんな社会資源とつな

がりながら子育てを支援するの

ではないのか）市民と行政との

協働による事業を目指すことを

基本計画に謳うべきではないの

か

A ４ページ、基本的な考え方の④子どもたち

の活動を支援する場「（子育てや児童育成機

関、ボランティア団体を始めとする民間団

体との協力・連携など、子どもたちと積極

的に関われる場）」に修正します。

３ 【意見３】：利用する子どもたち

（１８歳未満）や保護者の意見

を反映させるためのニーズ把握

については、今後実施する予定

はあるのか

→ アンケート調査や円卓会議

などを実施して、真に必要とさ

れている機能や設備を把握すべ

きと考えます（運営や管理事項

に直結する課題の見える化）

E 第２次八街市子ども・子育て支援事業計画

策定の際に、ニーズ調査の実施により、児

童館を利用する子どもたちのニーズを把握

したいと考えています。

なお、運営に関する事項につきましては、

今後、設置を予定する運営委員会において検

討してまいります。



４ 【意見４】：災害時の避難場所と

しての機能を持たせるべきでは

ないのか→太陽光発電による電

力供給や蓄電する蓄電池等を備

えた小規模自立型防災拠点に位

置付けるべき

C 基本設計説明書８ページ、耐震性能を通常

の建物に比べて１．２５倍に割り増しをし

て構造計画を行い、高い安全性を確保して

いますと掲載していることから、今後、避

難所としての機能を整備することが可能か

更に検討してまいります。

５ 【意見５】：障害の有無に関わら

ず利用できることが可能と考え

ているが、その際、合理的配慮

が担保されるのか また、外国

籍の親子への支援体制は考慮さ

れているのか

B 基本設計説明書２ページ、色々な方の利用

を考慮し、ユニバーサルデザインに配慮し

た計画をしていることを記載しています。

また、外国籍の親子に関しては今後設置

する予定である運営委員会において検討し

てまいります。

６ 【意見６】：そもそも論として、

「次世代育成支援行動計画」

「八街市子ども・子育て支援事

業計画」を閲覧できないことは

問題である

E 図書館に配架してありますので、閲覧可能

となっています。

また、これを受け市役所公文書公開コーナ

ーに配架し、ホームページに掲載いたしま

す。

７ 説明会の感想について

１．高齢者の出席者が多いのに

驚く。子育て中の親に出席して

欲しかった。

２．施設完成後の運営内容が重

要テーマと思われます。

３．障害者の受け入れについて

熱心な発言がありました。どの

様に対応するのか他市の状況も

含め要

検討と思います。現在設置され

ている施設との関連をどうする

か。

提案について

１．小学、中学、高校生の要望

を 6か月に 1回程度聞く機会を

設定する。

２．父兄の希望を聞く。…学校

の来られる機会に 1時間程度の

会議。

３．各学校の校長先生と連絡し

教室内に会場を設定し希望を聞

く。

４．希望を伺う人は日頃忙しい

市職員ではなく、無料での協力

者を各区、地域別に募集する。1

人は生徒の父兄。1人は高齢者。

2人 1組とし司会する。

５．児童館の内容は、年代に則

し変化すると思われるので設置

E 提案 1.2.3.4.5 その他 1.2 につきまして、

児童館を利用する児童・生徒やその保護者

のニーズを把握しながら、保育・教育関係

機関などと連携して運営してまいります。

なお、運営に関する事項につきましては、

今後設置を予定する運営委員会において検

討してまいります。



後の内容については、上記の様

なシステムを設置し進めてはい

かがでしょうか。

その他

１．子育て支援に関心がありま

すので協力可能です。都内の友

人で「寺子屋こども食堂」を都

内に開設した人物がおります

が、運営費用の活動資金として

寄付金の要請がありました。

２．運営資金の一部を市民の寄

付金を活用させて頂く方法もあ

るかと思います。

８ ・八街市は後発であるため、先

発である市町村の参考例を十分

検討して、これから必要と思わ

れる設備や空間を取り入れてほ

しい。（八街らしい児童館、八街

としての課題をふまえて）

C 他市の児童館を参考にしつつ、設備につい

ては、色々な方の利用を考慮し、ユニバー

サルデザインに配慮した計画をしていま

す。

また、児童館の内壁に木材を多く使用し、

暖かい雰囲気となるような建設を計画して

います。

９ ・近隣の施設や環境を生かした

計画を考えてほしい

Ｂ 中央公園や老人福祉センターが近接してお

り、複合地域となっていることから、児童

館開催の実施事業の中で世代間交流や外遊

びなどを取り入れていければと考えており

ます。

１０ ・災害時の避難場所なども考慮

しておいた方が良いと考えま

す。

C 基本設計説明書８ページ、耐震性能を通常

の建物に比べて１．２５倍に割り増しをし

て構造計画を行い、高い安全性を確保して

いますと掲載していることから、今後、避

難所としての機能を整備することが可能か

更に検討してまいります。

１１ ・進入路などの環境整備として、

かかる住民と協議をしておいた

方が良いと思います。

E 宅地整備が済んでいる地域でありますの

で、道路拡幅は難しいと考えます。

このため、近隣住民の方にはご理解とご協

力をお願いするとともに、利用者の方には

交通マナーの周知徹底に努めてまいりたい

と考えております。

１２ ・飲事機材なども検討してくだ

さい。（子ども達が手作りできる

小スペース）作って食べての食

育もとり入れることができま

す。

E 小型児童館の基準に添って必要な施設を配

置しております。

なお、運営に関する事項につきましては、

今後設置を予定する運営委員会において検

討してまいります。



１３ ・保・幼・小・中・高他関係す

るところと、利用に対する事柄

を協議してください。

・学童や公民館との連携はどの

ようになっていくのか

B 児童館を利用する児童・生徒やその保護者

のニーズを把握しながら、保育・教育関係

機関と連携して運営してまいります。

なお、運営に関する事項につきましては、

今後設置を予定する運営委員会において検

討してまいります。

１４ ・ソーラー外灯の計画があるよ

うだが、費用面を考えて一般の

ＬＥＤタイプでも良いのではと

思います。

D 災害時を想定し、ソーラー外灯の設置を計

画しておりますが、コスト面を含めて更に

検討してまいります。

１５ ・駐車場スペースが少ないと考

えられます、近場などで、スペ

ース確保をしていただきたい。

A ８ページ、④屋外ゾーンの駐輪場駐車場の

スペースに、「・近隣施設との共用駐車場の

整備を関係各課と協議する」を追加します。

１６ １／２６（土）の説明会に参加

する前に子育て支援課の方から

大変ニーズがあると伺ってお

り、説明会にその対象となる

方々や保護者の方々等が大勢参

加されるのではないかと思って

おりましたが、実際には子育て

を終えた先輩の皆様の方々が殆

どでした。当日頂いた資料の中

に現在の児童クラブの利用情況

が出ておりましたが、八街児童

クラブの待機児童数の２６人を

除けば他の児童クラブはほぼ定

員を満たしており、定員割れし

ている所もあります。また、利

用時間の計画をお聞きしたとこ

ろ、夕方５時くらいを閉館と考

えておられるとの事。１８歳未

満という対象者。近隣の学校に

通っていない限り、高校生など

はその時間までに帰宅できるの

でしょうか。説明会全体から受

けた印象は、初めに建設ありき

といった感じでした。

抜本的な計画変更を望みます。

少子高齢化を迎えた現在、近隣

他市に児童館はあるが、当市に

無いからという理由で建設をし

なければならないという考えで

なく、小中学校の空き教室を利

用し、お金をあまりかけないと

いう方法で子どもの居場所づく

りを検討していかれることを望

みます。既に計画が進んでおり、

E 利用時間につきましては、本市には児童館

がないため、近隣市の現状をお聞きし、設

定していくつもりです。利用者が０歳から

１８歳と幅広くなりますので、今後、利用

者のニーズに合わせた利用時間の設定を考

えていきます。

また、空き教室の活用ですが、空き教室

がある場合は、現在、児童クラブを優先で

設置させていただいている状況でございま

す。

要望が多く児童館の設置は急務な事業の

一つと考えておりますことから、土地もご

寄付いただき、近接には、豊かな自然があ

る中央公園、世代間交流できる老人福祉セ

ンターがある複合地域となっています。

なお、老人福祉センターと物理的につな

げることは想定しておりませんが、立地を

活かし、老人福祉センターと連携しながら

世代間交流などできる事業の実施について

検討してまいります。



建設は必ず行うという事であれ

ば、現在、同エリアに既存する

老人福祉センターと渡り廊下な

どでつなげた建物として頂き、

子どもも高齢者も利用可能な施

設として行かれてはいかがでし

ょうか。これから子どもの人数

よりも高齢者の人数の方が益々

増えていくと思われます。あく

までも建設に反対するものでは

ございませんが、価値的な構想

をと期待致します。

１７ 私は平成７年より健全なまちづ

くりの活動の一環として子育て

支援活動をしてまいりました。

「介護事業所敷地内での地域の

子供たちのご家族を対象に夏祭

り、地域ぐるみ節分、収穫祭、

クリスマス会、宿題をみんなで

しよう会後の流しそうめん等」、

このような多岐にわたる子育て

支援活動を八街市で行っている

グループの連携の拠点として児

童館が使われ、八街市の現状を

広く知る、市と民間ができうる

能力を協働で発揮し、次世代を

担う子供たちを健全に育成でき

るよう、下記のことを提案させ

ていただきます。

①引きこもり、いじめ、貧困等

の専門の資格を持つワーカーさ

んの配置

②現在点在する子育て支援グル

ープの連携、連絡委員会等の活

動の拠点としての機能化

③出産後のお母さんの孤立への

対応

④廃止されたブックスタートの

「ボランティア」さんその他近

隣住民に参加の呼びかけ

⑤隣接する高齢者福祉施設を含

む道路などの環境整備をし、八

街市としての福祉施設のシンボ

E

①児童館は児童の居場所となり、専門職員の

配置により、様々な観点から児童をサポート

してまいります。

②４ページ、基本的な考え方の④子どもた

ちの活動を支援する場（子育てや児童育成

機関、ボランティア団体を始めとする民間

団体との協力・連携など、子どもたちと積

極的に関われる場）に掲載しています。

③運営に関する事項につきましては、今後

設置を予定する運営委員会において検討し

てまいります。

④ブックスタートは廃止になりましたので、

個々に対しての呼びかけは難しいと考えま

すが、児童館の主催事業の中でボランティア

の参加等を検討してまいります。

⑤近隣住民の方にはご理解とご協力を利用

者の方には交通マナーの周知徹底に努めて

まいりたいと考えております。



ル化

⑥掲示コーナーを利用しての活

動の周知、啓蒙。

⑥７ページ、共有ゾーンのホール、廊下、乳

幼児室に掲示板を設置する予定です。

１８ “八街市らしい児童館の運営

を”

この度の児童館設置計画の説明

会を受け、児童館対象の子ども

を持つ八街市在住の市民および

関係者にとって、待ちに待った

児童館設置とあって、心から喜

ばれて居ることと思います。こ

の児童館設置計画を立てるにあ

たっては、勿論、国や千葉県の

指導に基づく他、先進地の設置

例等を参考にし、さらに八街市

の現状等を踏まえて作成してい

ることと思いますので、この整

備計画（案）についての意見は

ありません。

ただし、設置後の設置管理運

営や施設利用にあたり必要な規

則等を定める事と思いますが、

利用者の要望等がある場合は、

児童館の設置目的に照らし、前

向きの取り組みであれば、支障

の無い範囲での融通は認めるぐ

らいの取組を要望いたします。

なお、南北に長い八街市の地

形から南部地区の対象者のため

の児童館も、早い機会に設置さ

れますよう要望させていただき

ます。

E 運営に関する事項につきましては、今後

設置を予定する運営委員会において検討し

てまいります。

また、南部地区の児童館整備計画につき

ましては、現時点ではありません。

１９ 新設する児童館の理念に「遊びで

学ぶ児童、青少年の教育」を取り

入れて貰いたい。

注：遊びで学ぶ児童、青少年の教

育とは遊びを取り入れて教育を

行う事です 例えば遊びながら

語学教育、科学実験、オモチャ、

IT機器の操作・製作などを行う事
を指します。

教育の中で一つでも興味を持っ

て貰い、これを育てる事により将

来、日本の産業に貢献できる人に

育って頂く事を目的にしたもの

です。

E 運営に関する事項につきましては、今後

設置を予定する運営委員会において検討し

てまいります。


